現代朝鮮語のヴォイス : ‘漢字語＋하다’，‘漢字語＋되다’の考察を中心に by 崔 昌玉
崔 昌 玉



























































































　 ｂ．⇔ⲸⲴ#㭕◬⬐ᇌ#〓፴ᠤ . （犯人が刑事に追われる。）【作例】
（3）ａ．ᗨⳐᅀ#ስⲄ#〓ሠ#Ⳉ⫴⯔ . （男がボールを追っています。）
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（4）ａ．*⠜ᅄⲴ#ᗘẼ#〓ሠ#Ⳉ⫴⯔ . （時間が私を追っています。）









      ｂ．ⵀ#ㅨᅀ#ጸ#㘝⠜⬐#〓፰ሠ#Ⳉ⫴⯔ . （あの車がそのタクシーに追われてい
            ます。）
　以上の考察結果を表で示すと，以下のようになる。
表 1．例文（2）-（5）の考察
動詞の意味 主体 客体 存在論的卓立性の比較 文法的に受け入れやすいかどうか
2a 他動 㭕◬ ⇔Ⲹ 主体＝客体 受け入れやすい
2b 受動 㭕◬ ⇔Ⲹ 主体＝客体 受け入れやすい
3a 他動 ᗨⳐ ስ 主体＞客体 受け入れやすい
3b 受動 ᗨⳐ ስ 主体＞客体 受け入れにくい
4a 他動 ⠜ᅄ ᗘ 主体＜客体 受け入れにくい
4b 受動 ⠜ᅄ ᗘ 主体＜客体 受け入れやすい
5a 他動 㘝⠜ ㅨ 主体＝客体 受け入れやすい
5b 受動 㘝⠜ ㅨ 主体＝客体 受け入れやすい
269
















      p.1220
[動作の主体が明示されないが，文脈から特定できる ]
（7）⮸㮘ᠬᴬ។#㳱㘀ሠᗜ#⟹⋀◬㳲᲼ሠ#⋈Ựᠤ . （外国為替ドルは‘生まれつきの







270 言語文化研究 第37巻 第2号
















































                      A                    B                        C                 D                    E
図 1．浜之上幸（1991:7）の図










































































（18）Ⱡ፰#㪩♱#㮔㪙Ⲁ#⊐ᴬᅀ 1828ᚄ#⠤㬘⠤⬐♜#⯔⛌Ẽ#㪩♱㪜#Ⲵ㰄 1ⅱ 60



















































































































































































例文 動作の主体 動作の客体 存在論的卓立性の比較 その文が表す意味
（28） 環境省 廃棄ビニール 主体＞客体 他動
（29） 大脳の作用 網膜の像 主体＝客体 受動
（30） 人 推理小説 主体＞客体 他動
（31） 人 概念 主体＞客体 受動
（32） 私 小説集 主体＞客体 他動
（33） 中国の役人など 算法書 主体＞客体 受動
　本稿の考察を通じて，‘漢字語＋㪘ᠤ’の‘㪘ᠤ’を‘ᥘᠤ’に変えて，他動詞
から受身形に派生する 363個の大部分が能動文や受動文において，（動作主が
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良質の石，黒色顔料，塩，黒鉛，鉛，銅，錫そして後には鉄と装身具，
貝の殻，かぼちゃ，貴金属などが交換された。）ℼ【ᎀ㲥ጜ，Ɽኬ∑， 『㪨ᐘ#






































































（18）Ⱡ፰#㪩♱#㮔㪙Ⲁ#⊐ᴬᅀ 1828ᚄ#⠤㬘⠤⬐♜#⯔⛌Ẽ#㪩♱㪜#Ⲵ㰄 1ⅱ 60





































































































































（57）Ⲵᴰ#ነⱡⲀ#Ⲵ#㯌◬Ⲙ#ⵄክ 34 ᅜ⭁⬅⛌⬐♜#ἤ⸼#㛠⯔Ⲽ#⭤㰄 2⠜⋀㙰 3

























































ᇩⲴ#ⵕ⼀ᥐᠤ . （ピョンソンファン・ホンジョンス 2人の教授を裁判委員
会に起訴することによって，メソジスト法相の前で 6カ月以内に開かれる
ことになっている裁判まで 2人の牧師資格が停止された。）ℼ【『한겨레신


























































Ⲵ ᥘᠤ , ስᇩᤄ ᥘᠤ , ስᇩἌ ᥘᠤ…】’，‘ⶴᇽ㪘ᠤ（尊敬する）：次のように出現し得る【ⶴ


















































15） 現代朝鮮語には，アスペクトを表す形式が 2つある。1つは‘Ⅰ -ሠ Ⳉᠤ’であり，もう
1つは‘Ⅲ Ⳉᠤ’である。現代朝鮮語のアスペクトについては，2.2において詳しく言及する
ことにする。






















Ⅰ -ሠ#Ⳉᠤ Ⅲ#Ⳉᠤ 動詞の例
他　動　詞
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とを認めつつも，それを一義的に客観的な規定として考えるところから議論を出発している。
21） 浜之上幸（1991）では，その動詞が‘Ⅰ -ሠ Ⳉᠤ’を伴い，動作の生起～終了の局面，‘Ⅲ 
Ⳉᠤ’を伴い，動作の終了後の局面を表すものを主体変化動詞としている。また，そこでは，



























㶪㪘ᠤ 㶪ᥘᠤ 㶪⅛ᠤ 㶪ᠹ㪘ᠤ その数
（1）漢字語 〇 〇 〇 〇    23個（14.7％）
（2）漢字語 〇 × 〇 〇       8個（  5.1％）　
（3）漢字語 〇 〇 × 〇    39個（24.7％）
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（4）漢字語 〇 〇 〇 ×    41個（25.9％）
（5）漢字語 〇 × 〇 ×    25個（15.8％）
（6）漢字語 〇 × × 〇   19個（12.0％）
（7）漢字語 × 〇 〇 ×     1個（ 0.6％）
（8）漢字語 × 〇 × ×     1個（0.6％）
（9）漢字語 × × × 〇     1個（0.6％）
合計  158個（100％）
（〇はその疑似接尾辞を伴うことを表し，×はその疑似接尾辞を伴わないことを表す）










28） 菅野裕臣他編（19912）では，その動詞が‘Ⅰ -ሠ Ⳉᠤ’と‘Ⅲ Ⳉᠤ’どちらもを取り得る
のか，あるいは‘Ⅰ -ሠ Ⳉᠤ’しか取り得ないかを 1つ 1つの動詞に標示している。ただし，

















⬰♸ᡀ㪙ነ ⫸⫴ⵕ∴ᅜ⅜⬰ኬⰐ 㣸 （1998）（略号⬰を使用する。）
ⶰ♠Ⲽ∴（1993年，1994年の記事から例文を収集し，略号はⶰを用いる。）
小学館 ･金星出版社共同編集（油谷幸利 ･門脇誠一 ･松尾勇 ･高島淑郎編） （1993）（略号⛌
を使用する。）
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